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あ･ら･か･る･と市政

問
環
境
課
☎
３
４-

１
１
２
２

　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
岩
手
県
山
田

町
と
大
槌
町
の
災
害
廃
棄
物
（
木
材
チ
ッ
プ
）

を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
市
に
は
「
放
射

性
物
質
の
人
体
へ
の
影
響
」
や
「
市
内
で
の

処
理
・
処
分
方
法
に
つ
い
て
」
な
ど
、
不

安
の
意
見
が
一
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
科
学
的
視
点
か
ら
今

回
の
受
け
入
れ
を
解
説
す
る
た
め
、
二
人
の

専
門
家
を
招
き
、
放
射
性
物
質
と
災
害
廃
棄

物
に
係
わ
る
講
演
会
を
、
３
月
25
日
に
島
田

市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約

６
０
０
人
の
参
加
者
が
、
広
域
処
理
に
対
す

る
考
え
方
や
安
全
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
放
射
線
防
護
学
の
専
門
家
で
あ

り
、
日
本
科
学
者
会
議
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原

子
力
問
題
研
究
委
員
長
の
野の
ぐ
ち
く
に
か
ず

口
邦
和
氏
か

ら
「
放
射
性
物
質
に
対
す
る
考
え
方
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
野
口
教
授

は
、
震
災
が
れ
き
の
受
入
れ
の
考
え
方
と
し

て
「
本
来
な
ら
ば
発
生
し
た
自
治
体
で
処
理

す
べ
き
で
あ
る
が
、
発
生
量
が
膨
大
で
あ
り
、

地
元
自
治
体
が
震
災
が
れ
き
を
処
理
す
る
の

は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
放
射
能

濃
度
の
低
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
広
域
処
理

が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
震
災
が
れ
き
を
受
け
入
れ
る

条
件
と
し
て
「
受
け
入
れ
る
側
の
住
民
の
安

全
性
が
十
分
に
確
保
さ
れ
、
そ
の
多
数
が
受

け
入
れ
に
合
意
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
廃
棄
物
工
学
の
専
門
家
で
あ
り
、

明
星
大
学
理
工
学
部
教
授
の
宮み
や
わ
き
け
ん
た
ろ
う

脇
健
太
郎
氏

か
ら
は
「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
処
分
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
宮
脇
教
授
は

「
岩
手
・
宮
城
県
の
災
害
廃
棄
物
に
付
着
す

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
微
量
で
あ
り
、
焼
却

時
に
は
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
固
体
と
し
て
除

去
さ
れ
、
煙
突
か
ら
の
排
ガ
ス
か
ら
は
検
出

さ
れ
な
い
。
ま
た
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
飛
灰

処
理
物
か
ら
、
万
が
一
溶
け
出
し
た
際
は
、

土
壌
で
吸
着
さ
れ
、
土
壌
層
を
通
過
す
る
ま

で
に
減
退
す
る
」
と
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
示

し
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
処
理
に

あ
た
っ
て
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
飛

灰
の
埋
め
立
て
地
に
お
い
て
、
浸
出
水
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
、
多
重
の
安
全
策

に
な
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

※
環
境
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
講
演
会

の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
高
齢
者
の
異
変
を
早
期
発
見

　

災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
に
あ
た
り
、
科
学
的
視
点
か
ら
の
解
説

　

復
興
支
援
の
た
め
、
南
相
馬
市
へ
職
員
３
人
を
派
遣

　

災
害
時
の
動
物
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
覚
書
締
結

　

災
害
時
の
無
事
を
確
認
す
る
黄
色
い
旗
を
各
世
帯
に
配
布

　

消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
書
を
交
付

問
長
寿
介
護
課　

☎
３
４-

３
２
８
８

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
や
自

治
会
な
ど
の
地
区
組
織
や
医
療
機
関
、
介
護

保
険
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
日

頃
の
見
守
り
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
た
に
新
聞
販
売
店
や
郵
便
事
業

者
な
ど
を
加
え
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
見
守
り
体
制
の
強

化
を
図
る
べ
く
「
地
域
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
連
絡
会
が
、
３
月
19
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
連
絡
会
で
は
、
協
力

団
体
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
ピ
ン
バ
ッ
チ
や
車
両
掲
示
用
マ
グ
ネ

ッ
ト
シ
ー
ト
を
紹
介
。
ま
た
、
協
力
事
業
所

証
を
交
付
し
、
見
守
り
活
動
に
関
す
る
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
日
頃
の
業
務
の
中
で
「
ポ
ス
ト

に
た
ま
っ
た
郵
便
物
」
な
ど
、
高
齢
者
の
安

否
が
気
に
な
っ
た
場
合

は
、
早
期
に
必
要
な
支

援
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

市
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
強
化
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
福
祉
課　

☎
３
６-

７
１
５
４

　

近
年
、
地
域
の
連
帯
感
が
薄
れ
る
中
、
孤

独
死
や
虐
待
な
ど
の
社
会
問
題
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
防
災
の
視
点
か
ら
、
災

害
時
の
安
否
確
認
や
情
報
の
収
集
な
ど
、
地

域
で
の
支
え
合
い
を
活
発
に
行
え
る
よ
う

に
、
市
内
全
戸
を
対
象
に
「
黄
色
い
旗
」
を

配
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
旗
は
、
縦
30
㎝
・
横
28
㎝
の
黄
色
の

布
に
「
家
族
全
員
無
事
」
と
「
Ｏ
Ｋ
」
マ
ー

ク
な
ど
が
入
っ
て
い
る
吊
る
し
旗
で
す
。
災

害
時
に
は
、
玄
関
先
に
こ
の
黄
色
い
旗
を
掲

出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
無
事

を
互
い
に
確
認
で
き
ま
す
。
万
が
一
、
旗
が

掲
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
救
援
な
ど
を

要
す
る
合
図
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
災
害
時

の
安
否
確
認
や
救
出
活
動
の
迅
速
化
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
防
災
訓
練
の
と
き
な
ど
に
、
各

自
主
防
災
会
に
お
い
て
、
確
認
訓
練
の
実
施

な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
防
災
課　

☎
３
６-

７
２
１
２

　

市
で
は
３
月
１
日
、
社
員
の
消
防
団
活
動

に
協
力
し
て
い
る
市
内
の
企
業
２
社
に
対
し

て
、
消
防
団
協
力
事
業
所
認
定
書
を
交
付
し

ま
し
た
。

　

都
市
部
で
は
、
消
防
団
員
の
減
少
や
団
員

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
に
よ
り
、
地
域
防
災
力

の
低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

の
実
施
に
よ
り
、
職
業
生
活
と
消
防
団
活
動

の
両
立
を
容
易
に
す
る
環
境
整
備
を
図
り
、

地
域
の
消
防
力
の
充
実
強
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
全
国
的
に
も
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
島
田
市
で
は
、
今
回
が
初
め

て
の
認
定
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
の
は
、
㈱
大
井
川
電
機
製
作

所
（
川
根
町
家
山
・
従
業
員
１
５
５
人
・
団

員
数
６
人
）
と
、
サ
カ
イ
産
業
㈱
（
細
島
・

従
業
員
３
１
９
人
・
団
員
数
５
人
）
の
２
社
。

両
者
と
も
就
業
時
間
中
に
消
防
団
活
動
へ
の

出
動
に
対
し
て
、
特
別
休
暇
を
与
え
る
な
ど
、

活
動
が
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
を

し
て
い
ま
す
。

問
人
事
課　

☎
３
６-

７
１
３
５

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
の
た
め
、
市

で
は
福
島
県
南
相
馬
市
へ
職
員
３
人
を
派
遣

し
ま
し
た
。
任
期
は
、
４
月
１
日
か
ら
１
年

間
。
こ
の
職
員
派
遣
は
、
南
相
馬
市
か
ら
の

要
請
に
応
え
た
も
の
で
、
本
格
的
復
興
事
業

へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
想
定
さ

れ
る
東
海
地
震
な
ど
の
危
機
管
理
へ
の
対
応

習
得
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
南
相
馬
市
で
資

産
税
の
賦
課
事
務
や
契
約
事
務
な
ど
を
担
当

す
る
事
務
職
員
２
人
と
、
道
路
な
ど
公
共
施

設
の
災
害
復
興
業
務
に
あ
た
る
土
木
技
師
１

人
。
３
月
23
日
、
職
員
派
遣
の
辞
令
交
付
式

が
行
わ
れ
、
派
遣
職
員
か
ら
は
「
近
い
将

来
、
東
海
地
震
が
予
想
さ
れ
る
中
、
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
こ
の
身
で
感

じ
、
島
田
市
の
財
産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
き

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
同
市
を
昨
年
６
月
に
呈
茶
慰
問

に
訪
れ
、
そ
の
後
８
月
に
か
け
て
、
延
べ
25

人
の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

問
環
境
課　

☎
３
５-

３
７
４
４

　

３
月
23
日
、
市
と
県
獣
医
師
会
島
田
支
部

は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
ペ
ッ
ト
動
物
の
悲

惨
な
状
況
を
受
け
、
両
者
が
連
携
し
て
活
動

を
推
進
す
る
た
め
の
覚
書
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
今
後
予
測
さ
れ
る
東
海
地
震

な
ど
の
災
害
時
に
、
動
物
医
療
救
護
活
動
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
、
自
治
体

と
獣
医
師
会
が
覚
書
を
結
ぶ
の
は
、
県
内
で

は
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

　

覚
書
で
は
①
市
は
、
災
害
時
に
お
け
る
動

物
医
療
救
護
活
動
の
拠
点
場
所
を
確
保
し 

②
獣
医
師
会
は
、
飼
育
動
物
の
疾
病
の
予
防

と
治
療
・
飼
育
動
物
の
健
康
相
談
・
被
災
動

物
に
関
す
る
情
報
の
収
集
や
提
供
な
ど
に
あ

た
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
長
寿
介
護
課　

☎
３
４-

３
２
４
０

　

も
し
も
の
と
き
の
心
構
え
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
設
計
の
き
っ
か
け
に
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
「
も
し
も
の
安
心
ノ
ー
ト
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ノ
ー
ト
に
は
、
ご
自
分
の
住
所
や
氏

名
、
病
気
の
こ
と
と
い
っ
た
基
本
的
な
こ
と

の
ほ
か
、
財
産
や
も
し
も
の
と
き
の
希
望
、

今
ま
で
の
人
生
に
つ
い
て
も
記
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
の
人
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る
人
や

ご
希
望
の
人

②
70
歳
以
上
で
ご
希
望
の
人

【
配
布
場
所
】

①
長
寿
介
護
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

②
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
各
高
齢
者

あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
）

※
70
歳
の
高
齢
者
医
療
説
明
会
の
対
象
に
な

る
人
に
は
、
高
齢
者
医
療
説
明
会
の
際
に

ノ
ー
ト
を
配
布

し
ま
す
。

※
民
生
委
員
が
訪

問
を
し
て
い
る

高
齢
者
で
ノ
ー

ト
を
希
望
す
る

人
に
は
、
訪

問
の
際
に
ノ

ー
ト
を
配
布

し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
設
計
の
き
っ
か
に
「
も
し
も
の
安
心
ノ
ー
ト
」

認定された 2社の代表者 決意を述べる派遣職員 3人 覚書に調印する市長と小川獣医師（右）

壇上で放射性物質について説明する野口教授


